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はじめに 
 

このたびは、91023 ハンドポンプをお買い上げいただきましてありがとうございます。 

このユーザーズマニュアルは、91023 の機能、操作方法、取り扱いの注意などについて 
説明したものです。ご使用前に本書をよくお読みいただき正しくお使いください。 

 

 

■ ご注意 
 

本書の内容については,将来予告なしに変更することがあります。 

また、実際の表示内容が本書に記載の表示内容と多少異なる場合があります。 

 

本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきのことが 
ありましたら、お手数ですが、裏表紙に記載の当社営業部またはお買い求めの代理店までご連絡 
ください。 

 

本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。 

 

 

 

 

■ 商 標 
 

本文中に使われている会社名、商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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梱包内容を確認してください 
 
梱包を開けたらご使用前に以下のことを確認してください。 
万一、お届けした製品の間違いや品不足、また外観に異常が認められる 
場合には、お買い求め先にご連絡ください。 
 
 
 
■関連製品 
本機器がご注文どおりであることを確認してください。 
 
 
 形名 品名 内容 

91023 ハンドポンプ ハンドポンプ本体 

91024 空圧キット 

ハンドポンプ（91023） 

携帯用ケース（ポンプ用） 

変換コネクタ 

高圧チューブ（91030） 

91025 高圧キット 
空圧キット（91024） 

液体用リザーバ 100cc  （91032） 

91030 高圧チューブ 
70MPa 耐圧フレキシブルチューブ 

ネジ 3 個セット 

91031 テストポート ネジ 5 個セット 

91032 液体用リザーバ － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 付属品の詳細は、仕様を参照してください。 
 
 
NO. （計器番号） 

お買い求め先にご連絡いただく際には、この番号もご連絡ください。 
 
 
 
 
 

異物混入を防ぐため赤いキャップ（3個）が付属されています。 

使用（加圧）時は、キャップを外してください。 

使用後（保管時）はキャップを取り付けることをおすすめいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 

 



  

本機器を安全にご使用いただくために 
 
本機器を正しく安全に使用していただくため、本機器の操作にあたっては下記以降の 
注意事項を必ずお守りください。 
なお、これらの注意により生じた障害については、当社は責任と保障を負いかねます。 
 
CA24 ハンディキャル（圧力計）の取扱説明書を必ずお読みください 
 
本機器を圧力計と組み合わせて使用する場合（モニタ）は、圧力計の取扱説明書を 
必ずお読みいただき正しくお使いください。 
 
本書では、安全に関する以下のようなシンボルマークを使用しています。 

 

警告 

回避しないと、使用者が死亡または重傷を負う危険が想定される場合に使用します。 

 
注意 

回避しないと、使用者が軽傷を負う危険が想定される場合、または製品などの機器に物理的 
障害が発生する可能性が想定される場合に使用します。 
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■使用する環境を確認してください。 
    

警告 

・ 測定の環境・条件を必ず確認してください。 
法令等により資格取得者による管理が義務付けられている環境での使用は 
安全（保安）管理基準に基づき測定を行ってください。 

・ 1MPa（メガパスカル）以上は高圧ガス保安法（旧 高圧ガス取締法）において 
規制されています。 

・ 圧力が残っている状態で圧力配管をはずすことは大変危険です。 
  機器の類の圧力配管をはずす前に安全に圧力を抜いてください。 

 
注意 

・ 測定対象（媒体）を液体から気体（気体から液体）に変えることは 
誤差の原因になります。このようなご使用は避けてください。 

・ 液体は流動体（水・油など）のみ使用可能です。 

 
 
 
 
圧力について 
 
機器の 大許容圧力を超える圧力を加えないで下さい。機器破損の恐れがあります。 
 
 
次のような場所では使用しないでください 
 
・ 直射日光のあたる場所や熱発生源の近く 
・ 機械的振動の多い場所 
・ 高電圧機器や動力源などノイズ発生源の近く 
・ 強電磁界発生源の近く 
・ 油煙、油気、ほこり、腐食性ガスなどの多い場所 

・ 可燃ガス等の引火・爆発などの可能性がある場所 

 
 
修理について 
 
本機器に不具合が発生し修理が必要な場合は、本書記載の当社営業部またはお買い上げの 
販売代理店までご連絡下さい。 
 
 
 
保管について 
 
保管時は、異物混入を防ぐため赤いキャップ（付属）を取り付けることをおすすめいたします。 
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[Ⅰ] 各部の名称と機能 

（ａ）各部の名称と機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        ヘッド部分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        グリップハンドル部分 
 
 
 
 
 
 
 
  参考図１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      アジャスタブル保護バルブ 
 
 
 
     参考図２    参考図３ 
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参考図 1 各部の名称と機能 

1 
接続ポート（G1/4 雌ねじ） 

リザーバ接続ポート 

2 
接続ポート（G1/4 雌ねじ） 

圧力配管、機器等を接続します 

3 
ボリュームアジャスタ 

圧力の微調整ができます 

4 
加圧ストローク調整ネジ 

ストローク幅を調整します 

5 
グリップハンドル 

握ることにより圧力の発生をします 

6 
接続ポート（G1/4 雌ねじ） 

圧力配管、機器等を接続します 

7 
加圧/負圧切替バルブ 

 

8 
アジャスタブル保護バルブ 

（参考図 3 参照） 

 
ハンドポンプのヘッド部分は回転式となっており、ポンプの操作時に適切な位置で 

加圧ができます。グリップハンドル部とヘッド部の調節角度は 140°です。 
 

注意 

過大な力でポンプヘッドを回転させると破損する恐れがあります。 

 
 

参考図 2 各部の名称と機能 

1 リザーバカバーロックネジ 
カバーを固定します 

2 リザーバカバー 

3 “０” リング 

4 排出口 
 

リザーバ：形名 91025（高圧キット）に付属されています。 
 
 
 アジャスタブル保護バルブ（保護バルブ） 
 

参考図 3 各部の名称と機能 

1 ロックスクリュー 
カラーを固定するためのネジです 

2 カラー 
  カラーを回すことにより圧力が設定できます 

3 つまみ 
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ハンドポンプ 91023 は空圧、真空圧または液体圧を発生することができます。 

グリップハンドルの操作およびボリュームアジャスタ（微調整）を回転させることで 

圧力を発生させることができます。 

また、負圧発生機能を利用すると液体圧での空気抜き（呼び水）が可能です。 

アジャスタブル保護バルブ（保護バルブ）【設定範囲：3～70MPa】により被加圧ユニット 

などのへの過大圧を防ぐことができます。 

 

 

（ｂ）空圧発生 

 
＜加圧/負圧切替バルブ＞ 

加圧する場合は「→Ｐ」方向に回転させます。 
負圧発生の場合は「Ｖ←」方向に回転させます。 

 

＜グリップハンドル＞ 

グリップハンドルを繰り返し握ることで圧力の発生ができます。 

 

＜ボリュームアジャスタ＞ 

加圧する場合は「→ ＋（プラス）」方向に回転させます。 

減圧する場合は「－（マイナス）←」方向に回転させます。 

 

（ｃ）液体圧力発生 
 

液体用リザーバをリザーバ接続ポートに取り付けると液体による圧力の発生ができます。 

 

＜加圧/負圧切替バルブ＞ 

      負圧発生側の「Ｖ←」方向に回転させて配管内の空気抜きをすることができます。 

空気抜きの後、「→Ｐ」方向に回転させるとリザーバから液体が配管内に 

充填されます。 

 

＜グリップハンドル＞ 

      グリップハンドルを握ることで予備加圧ができます。 

 

 

＜ボリュームアジャスタ＞ 

加圧する場合は「→ ＋（プラス）」方向に回転させます。 

減圧する場合は「－（マイナス）←」方向に回転させます。 
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[Ⅱ] 操作について 
 
（ａ）使用時の注意 
 
1. 使用環境（安全）を必ず確認してください。 

2. 使用する前に、必ず各接続部における“ゆるみ”、“はずれ”や配管等への異物混入・破損が 

ないかを確認ください。 

また接続ポート（G1/4）への接続等はネジの規格を同一にしてください。 

3. 配管等に適切な予備加圧試験を実施してください。 

4. 取扱説明書にしたがった操作をおこない、許容範囲内の圧力で使用してください。 

5. ハンドポンプを使用して加圧する場合は、必ず圧力計（モニタ）などで圧力値を 

確認しながら実施してください。 

 
 
 
（ｂ）加圧/負圧について 
 
加圧の場合は空圧/液圧ともにリザーバ接続ポートから空気または液体が吸い込まれ、 

２ヶ所の接続ポートから圧力が加えられます。 

負圧の発生の場合は接続ポートからリザーバ接続ポート側に気体/液体ともに排出されます。 

 

注意 

使用（加圧）時は、異物混入を防ぐための「赤いキャップ」を外してください。 

 

（ｃ）接続ポートとの配管接続 
 

＜ハンドポンプへの直接接続＞ 
「Ｇ1/4 おねじ」を使用して接続してください。 

 
注意 

接続ポートの内部に適正なサイズの「Ｏリング」を挿入するか、ポート接続面に 
適正なボンデットシールを取り付けてください。 

 

＜ハンドポンプへの間接接続＞ 
被試験設備や配管ネジの規格によりハンドポンプの接続ポートに直接の接続ができない場合は、

変換アダプタを使用してください。 

このときネジの規格に準じて適正なシールを使用してください。 

 
注意 

異なった規格のネジを接続するとリーク（液漏れ）、ネジの破損などの原因となります。 
規格の確認をしてください。 
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（ｄ）加圧/負圧の切替バルブ 
 
＜加圧する場合＞ 

加圧する場合は「→Ｐ」方向に回転させます。（参考図 4） 

 

＜負圧発生の場合＞ 
負圧発生の場合は「Ｖ←」方向に回転させます。（参考図 5） 

 
＜大気開放する場合：ベント＞ 

加圧/負圧切替バルブをゆっくり回し「Ｐ←→Ｖ」の中間くらいにすると開放されます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     参考図４              参考図５ 
 

注意 

液体による高圧を発生させている場合は、危険防止のためボリュームアジャスタにより 
減圧をおこなってください。 

 

 

（ｅ）グリップハンドルの加圧ストローク調整 
 

グリップハンドルの中央部にある加圧ストローク調整ネジ（ストローク調整ネジ）を 

回転させることで、１回あたりの加圧量を調整できます。 

ストローク調整ネジを反時計方向に回転させると、１回あたりの握りによるグリップハンドルの 

幅が小さくなります。（加圧スッテプ減少） 

時計方向に回転させるとグリップハンドルの握り幅が大きくなります。（加圧スッテプ増大） 
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（ｆ）アジャスタブル保護バルブ（保護バルブ） 

 
保護バルブを使用して圧力値（設定値）を固定します。 

保護バルブは 3～70MPa の間で設定することができます。 

 

＜設定方法＞ 
     

＜1＞ 「ロックスクリュー」を六角レンチで緩めます。 

＜2＞ 圧力が発生できる状態（圧力計などでモニタ）にします。 

ハンドポンプで加圧します。保護バルブの「つまみ」を回転させて設定する 

圧力値で「つまみ」固定します。 

 
つまみの回転方向  設定値の減少：「つまみ」を時計方向に回転させます。 

   設定値の増加：「つまみ」を反
・

時計方向に回転させます。 

 
＜3＞ カラーを反時計方向に止まるまで回転させます。 

「ロックスクリューを締めて」固定します。 

 

 

＊液圧の場合はリザーバに戻ります 

 

 

       カラー 

       つまみ 

 

 

 

        参考図６ 

 

 

 

 

      ロックスクリュー 
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［Ⅲ］空気圧による加圧/負圧の発生方法 
 

（ａ）低圧の発生方法 （0～300hPa） 

 
＜1＞ 加圧／負圧切替バルブを大気開放位置（「Ｐ←→Ｖ」の中間）にした後、 

ボリュームアジャスタを反時計方向に止まるまで回転させてください。 

＜2＞ 切替バルブの位置を「→Ｐ」方向に止まるまで回転させた後、 

ボリュームアジャスタを時計方向に回転させることで低圧を発生できます。 

 

（ｂ）中圧の発生方法 （0～6MPa） 

 
＜1＞ 加圧／負圧切替バルブを「→Ｐ」に止まるまで回転させてください。 

＜2＞ グリップハンドルを握ることで加圧ができます。これを繰り返し加圧します。 

 

＜圧力の調整方法＞ 
希望の圧力値に調整したい場合は、あらかじめ加圧/負圧切替バルブが大気開放位置 

（「Ｐ←→Ｖ」の中間）にした後、加圧/負圧切替バルブを「→Ｐ」方向に回転します。 

グリップハンドルを握り加圧してください。 

希望の圧力値付近まで加圧した後、ボリュームアジャスタを回転させることでスムーズに 

圧力を調整することができます。 

 

（ｃ）負圧の発生方法 （0～-95kPa） 

 
＜1＞ 加圧／負圧切替バルブを「Ⅴ←」方向に回転させてください。 

＜2＞ グリップハンドルを握ることで負圧が発生します。 

 
希望の圧力値に調整したい場合は、上記の、＜圧力調整方法＞を参照してください。 

 

（ｄ）圧力の開放 

 
加圧/負圧切替バルブをゆっくり回し「Ｐ←→Ｖ」の中間くらいにすると開放されます。 
 
 

注意 

空気圧は気体の圧縮による温度変化が生じますので、それに伴う圧力の変動があります。 
温度変化による圧力変化が安定するまでお待ちください。 
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［Ⅳ］液体による圧力の発生方法（液圧） 

 

リザーバ（形名：91025）を使用します 
 

注意 

・液体は絶対に混合しないでください。 
・仕様に適合する液体を使用してください。 
・接続ポートへの配管や被試験設備の取り付けは適切に行ってください。 
・常にハンドポンプに液体を入れた状態は機器を劣化させる恐れがありますので 

液体を取り除いて保管することをお勧めします。 
・接続ポートの内部に適正なサイズの「Ｏリング」を挿入するか、ポート接続面に 
・適正なボンデットシールを取り付けてください。 

 

（ａ）液体圧用リザーバ 
 

液体圧用リザーバ（リザーバ）の本体は内部が見えるように透明なアクリルになっています。 

また、リザーバは漏れ防止のセルフシール接続を使用しているので、脱着が可能です。 

 

リザーバをポンプ上部のリザーバ接続ポートに接続することで液体をハンドポンプ内部に送り

加圧することができます。 

 
 
 

注意 

工場出荷検査で蒸留水を使用しています。少量の蒸留水が残留していることもあります。 
また、前回の試験で使用した液体などが残っていないか確認して使用してください。 
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（ｂ）液体リザーバの取り付け 

 
参考図 7のようにハンドポンプとリザーバを取り付けます。 

その接続部のリーク防止用に「Ｏリング」を取付けます。 

時計方向にリザーバを回し確実に取付けます。 

 
         リザーバ・カバー 

   ロックネジ 

 

 

 
        5 バネ（内蔵） 

 
    排水口 

 

 
     Ｏリング 

 

 

 

 

 

                 参考図７ 

 

（ｃ）液体用リザーバへの液体注入 
リザーバー・カバーのロックネジをゆるめ、カバーを取りはずします。 

汚れのない液体をリザーバの 2/3 程度まで入れます。（参考図８） 

カバーを取付けてロックネジを締めます。 

 

 

 
        液注入口 

 

 

     ＜リザーバ・カバーを取りはずした状態＞ 
 

 

 

            

 

 

         参考図８ 
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（ｄ）ハンドポンプおよび接続機器への液体注入 

 
 

注意 

・液体による圧力の発生を行う前に空気ぬきを実施してください。 
（ハンドポンプ、配管、機器類に空気が残っていると液体による圧力の発生が 
困難になりますので確実に実施してくだい。） 

・空気ぬきを行う場合はリザーバの排出口より液面が下がらないように注意してください。 
・精密な真空設備等への使用は、設備破損の恐れがありますので使用を避けてください。 

 

空気ぬき 
＜1＞ ハンドポンプの加圧/負圧切替バルブを「Ⅴ←」方向に回転させてください。 

＜2＞ グリップハンドルの握りを繰り返すとリザーバの排出口から空気が排出されます。 

この空気の泡が出なくなるまでグリップハンドルの操作を繰り返してください。 

 

 

空気の泡の排出が止まらない場合は接続ポート、機器類等からのリークが発生している 
可能性がありますのでネジの規格確認、ネジの増締め等を実施しリークを止めてください。 

 

 

空気ぬきができますとハンドポンプ、配管、被試験機器類は真空に近い状態になっています。 

 

液体注入 
＜3＞ リザーバ・カバーのロックネジを緩めて大気開放状態にした後、 

加圧/負圧切替バルブを「→Ｐ」方向に回転させることでリザーバから液体が 

充填されます。 

 

 

被試験機器に液抜き用のバルブがあれば開放にします。 

グリップハンドルを握ることにより液送することができ被試験機器の液抜きバルブから 

液体が出てくるまで注意しながら加圧します。 

液体の排出が確認（ 初は空気が混入してます）できたら液抜きバルブを閉めてください。 

リザーバの液体が不足したら随時補充してください。  
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（ｅ）液体による圧力の発生 
 

注意 

・液圧の圧縮により温度変化が生じますので、それに伴う圧力の変動があります。 
温度変化による圧力変化が安定するまでお待ちください。 

・機器類などの少量残留空気で圧力変化のある場合もあります。 
配管類は金属配管など強度のあるものを使用してください。 

 

＜1＞ ハンドポンプのボリュームアジャスタの位置が途中にある場合は、 

加圧/負圧切替バルブを「→Ｐ」から「Ⅴ←」方向へ 1回転させます。 

＜2＞ ボリュームアジャスタを反時計方向（のびきる状態）に止まるまで回転させます。 

＜3＞ 加圧/負圧切替バルブを「→Ｐ」に戻します。 

＜4＞ グリップハンドルを握ることで予備加圧ができます。 

＜5＞ ボリュームアジャスタを時計方向に回転させると圧力が上昇し、 

反時計方向で圧力が下降します。 

 

 

加圧できない時は、リークと思われますので接続等を確認してください。 
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（ｆ）圧力の開放 

 
警告 

高圧の状態で配管、設備等を絶対に外さないでください。大変危険です。 
減圧していることを確認した後、各接続部の取り外しをしてください。 
その時、液体がこぼれ落ちることもありますので注意してください。 

 

 

圧力試験が終了し圧力を開放する時は、ボリュームアジャスタを反時計方向に止まるまで 

回転し減圧させてください。 

 

加圧/負圧切替バルブをゆっくり回し「Ｐ←→Ｖ」の中間位置にすると無圧状態になります。 

 
ハンドポンプの圧力が無圧状態を確認した後、加圧/負圧切替バルブを「Ⅴ←」方向に 

回してしてグリップハンドルを握ることにより配管、機器類内の液体をリザーバに戻すことが 

できます。 

この時、リザーバ内の圧力は正圧となりますので、リザーバから液体があふれないよう 

注意してください。 

液体が戻った後にリザーバを取りはずしハンドポンプを下向きにしてグリップ 

ハンドルを握ることで内部の残留液体を排出してください。 
 
接続ポート部が開放状態で切替バルブが“Ｐ”の時にハンドグリップを 

操作すると液体が急に飛びでる場合があります。 

ハンドポンプの洗浄は石鹸水で行い、その後に蒸留水で石鹸分を取り除いてください。 
 

 

（ｇ）圧力媒体を変更する場合の注意 

 

ハンドポンプ（形名：91023）は気体（空気用）と液体用の共通のポンプです。 

圧力媒体を変更する場合は下記の点に注意してください。 

ハンドポンプは空気用、液体用にわけて使用することをおすすめします。 

 

液体を使用した後に空気用として使用する場合は、液体の残留があります。 

 

 
警告 

禁水、禁油の条件がある機器設備には絶対に使用しないでください。 
液体を使用した後に空気用として使用する場合の残留には注意してください。 
（前回の使用状態を確認してください。） 
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［Ⅴ］故障かな？ と思ったら 

 
■ハンドポンプの操作において圧力が上がらないとき、圧力が下がるときには 

次のことを確認してください。 

 

 
リザーバ接続ポートの「赤いキャップ」を 

外していますか？ 

・使用（加圧）するときは、キャップを 

 外してください。 

加圧/負圧切替バルブの位置が希望する位置に 

設定されていますか？ 

・加圧/負圧切替バルブを正しい位置に直し 

操作してください。 

ハンドポンプとの接続部や変換アダプタの 

接続からのリーク 

・接続ポートのネジ規格を確認して 

ください。 

・「Ｏリング」を確認してください。 

（必要に応じて交換してください。） 

空圧の圧力変化 ・圧縮による温度変化の影響ですので 

安定するまで待ってください。 

液圧の圧力変化 ・圧縮による温度変化の影響ですので 

安定するまで待ってください。 

・空気抜きができているか確認して 

ください。 

液体圧の圧力が上がらない ・空気抜きができているか確認して 

ください。 

・保護バルブが作動していませんか？ 

配管の強度は十分ですか？ 

（金属管を使用していますか） 

ビニール等の配管は圧力で膨張して 

危険です。 

・ゴミなどのつまりはありませんか？ 

 

 
 

 

 

原因等が特定できない場合での作業は危険です。（直ちに作業を中止してください。） 

正常に動作しない場合は、本書記載の当社営業部またはお買い上げの販売代理店まで 

ご連絡ください。 
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［Ⅵ］仕様 
 

基本仕様書 

 

空圧 液体圧 
 

真空 低圧 中圧 高圧 

レンジ 0～‐95kPa 0～6MPa 0～70MPa 

アジャスター 

動作範囲 

200hPa 

@0kPa 

300hPa 

@0kPa 

850kPa 

@3MPa 
0～70MPa 

アジャスター 

感度 
＜0.1hPa ＜0.1hPa

10hPa 

@3MPa 

100kPa 

@70MPa 

小 

ストローク 

5 回 

(0～90%) 

2 回 

200kPa 

30 回 

3MPa 
N/A 

 

注）上記は負荷ボリュームが 小の場合のデータです。    

 

 
加圧媒体（液体）： ・蒸留水、低粘度の鉱物オイルを推奨。 

   ・下記の材質を侵食しない液体 

SUS，ナイトライル，テフロン，ナイロン， 

ポリプロピレン，アクリル 

 

圧力接続ポート:  G1/4” 雌ねじ×2 

 

質量：   約 1.1kg 

外形寸法：  約 267×150×108 mm 

 

付属品： 

携帯用ケース（ポンプ用）： 約 360×340×130 mm 

高圧チューブ：  70Mpa 耐圧フレキシブルチューブ（G1/4）50cm   

変換コネクタ：   G1/4 雄ネジ－G1/8 雄ネジ 

             G1/4 雄ネジ－G1/4 雄ネジ 

             G1/4 雄ネジ－NPT1/8 雄ネジ 

G1/4 雄ネジ－G1/4 雌ネジ回転 

             G1/4 雄ネジ－G1/8 雌ネジ 

G1/4 雄ネジ－G3/8 雌ネジ 

G1/4 雄ネジ－G1/2 雌ネジ 
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東日本営業 
〒190-8586 東京都立川市栄町 6-1-3  立飛ビル 2号館 

 電話： 042-534-1456   ファクシミリ： 042-534-1438 
 
関 西 営 業  
〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田 2-4-9  ブリーゼタワー18F 

 電話： 06-6341-1517   ファクシミリ： 06-6341-1519 
 
■ 修理・校正に関するお問い合わせ 

   お買い上げの販売代理店または上記の営業拠点にお問い合わせください。  
 

          2008.8（GE） 
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